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　今から１２年前、私は苫小牧高専に赴任しました。私の生まれは北海道ですから、 長い航海
の後、故郷に帰ってきた安心感がありました。もともと教育・研究が性に合っていたので、勝
手知ったるこの地でキャンプをして学生と語り、（ジュースを）飲み明かしたり、学会での発表
の後、やはり語り、飲みあかしました。学生の皆さんと楽しい充実した時間を過ごすことがで
きました。高専で感じることですが、皆さんは是非自分達の知力に自信を持ってほしいと思い
ます。皆さんは十代の半ばから数理の世界に親しんでいます。つまり、最も吸収力があるとき
に工学の英才教育を受けていると思うのです。将来活躍する姿が目に浮かびます。私は退職後
のことなどを悠長に考える余裕もなく、あっという間に今日を迎えてしまいました。大学を卒
業してからずっと海のそばにいましたから、先ずは釣りでもしながら、新たな楽しみを探すこ
とにします。教職員のみなさま、そして学生のみなさん、長い間本当にお世話になりました。
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教育理念・学習目標等

教育理念

（平成25年4月改定）

豊かな人間性および自主自律の精神を育成し、
技術者に必要な知・徳・体のバランスのとれた成長を促し、
社会の発展のために活躍できる人材を育てる。

Ⅰ　人間性：

Ⅱ　実践性：

Ⅲ　国際性：

Ⅰ　人間性：

Ⅱ　実践性：

Ⅲ　国際性：

正課、行事、課外活動等を通して、豊かな人間
性と教養および自主自律の精神を身につける。
創造力の基礎として、実践力および将来に向け
て自らを向上させる学習習慣を身につける。
世界に目を向ける姿勢と教養およびコミュニ
ケーションの基礎能力を身につける。

正課、校外活動等を通して、豊かな人間性と教養
および広い視野を身につける。
複数の視点で物事をとらえて新しい技術を創造す
る基礎力を身につける。
グローバルに活躍するための教養とコミュニケー
ション能力および相互理解の精神を身につける。

※専攻科で育成しようとする技術者像は、「教育理念」および「専攻科学生の学習目標」

（Ａ）教養：地球的視点で自然や環境を考え、歴史、文化、社会などについて広い視
　　　野を身につける。

（Ｂ）倫理と責任：技術者としての倫理観や責任感を身につける。
（Ｃ）コミュニケーション：日本語で記述、発表、討論するプレゼンテーション能力と
　　　国際的な場でコミュニケーションをとるための語学力の基礎能力を身につける。

（Ｄ）工学基礎：数学、自然科学、情報技術および工学の基礎知識と応用力を身につ
　　　ける。

（Ｅ）継続的学習：技術者としての自覚を持ち、自主的、継続的に学習できる能力を
　　　身につける。

（Ｆ）専門の実践技術：ものづくりに関係する工学分野のうち、得意とする専門領域
　　　を持ち、その技術を実践できる能力を身につける。 

（Ｇ）複合領域の実践技術：他の専門領域も理解し、自身の専門領域と複合して考察
　　　し、境界領域の問題解決に適用できる応用技術を身につける。

（Ｈ）社会と時代が求める技術：社会や時代が要求する技術を認識し、それらを応用
　　　してシステム化や製品化するデザイン能力、開発能力、とりまとめ能力を身に
　　　つける。 

（Ｉ）チームワーク：自身の専門領域の技術者とは勿論のこと、他領域の技術者とも
　　　チームを組み、計画的かつ円滑に仕事を遂行できる能力を身につける。

　４月６日（木）、本校第二体育館において始業式が挙行されました。校
長訓話の最後に、　新任の先生の紹介がありました。始業式に引き続いて、
学生会による新１年生と第２学年以上の在校生の対面式が行われました。
　対面式では、学生会長と新１年生各クラス代表の挨拶の交換が行われ
ました。

　平成２９年４月４日（火）１５時より、入学式に先立って本校学生寮において入寮式が行われました。
　第１学年男子４８名、第１学年女子１３名、第３学年へ編入する留学生４名、合わせて６５名が入寮しました。見藤寮務主事からの
入寮許可宣言のあと、在寮生を代表して男子寮・女子寮それぞれの寮長が歓迎の言葉を贈り、新入寮生代表がこれからの決意を込めて
宣誓を行いました。
　この日から新入寮生達は、それぞれの夢の実現のため、学習環境の整った蒼冥寮・楓和寮での生活をスタートしました。また、４月

６日（木）には、新入寮生歓迎会を楓和寮は１８時から多目的ホールで、蒼冥寮は１９時から食堂で行いました。どちらも例年どおり寮長や指導寮生
の挨拶、新入生の自己紹介等が楽しく行われ、楓和寮ではビンゴゲームなども楽しみ、盛会のうちに終了しました。

第１学年：英検準２級
第２学年：英検準２級～２級
第３学年：英検２級
第４学年：ＴＯＥＩＣスコア 450
第５学年：ＴＯＥＩＣスコア 500
専攻科第１学年： ＴＯＥＩＣスコア 550
専攻科第２学年：ＴＯＥＩＣスコア 600

（大手企業が大学卒業者に求めるＴＯＥＩＣ
スコアは、およそ 600 以上）

学術の進展に教育内容を即応させるため、
必要な研究を行う。また、研究活動や地域
への教育活動等を通して、地域・社会の発
展に寄与する。

本科学生の学習目標

「“環境・生産システム工学”教育プログラム」の学習・教育到達目標
（対象：　本科第４学年～専攻科）　

専攻科学生の学習目標

英語コミュニケーション能力の学年目標

研究の目的・社会貢献の目的

TOPICS

01

TOPICS

02

TOPICS
始業式・対面式が行われました

学生寮で入寮式・新入寮生歓迎会が行われました
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　４月１１日（火）午後に第２学年オリエンテーションが開催されまし
た。各系の先生の紹介、専門系で勉強する上での心構えや将来の進路等
の説明、先輩からの助言などがあり、２年生は真剣に聞き入っていまし
た。系によっては施設見学も行われ、これから自分たちが使うであろう
実験室や各種装置に興味津々と言った面持ちで見て回っていました。

TOPICS

03
第２学年オリエンテーションが行われました

　１月１９日（木）に情報工学科４年生を対象として、北海道警察サイ
バーセキュリティ対策本部より「サイバー空間の現状とセキュリティに
関する警察業務」というテーマで講演会が開催されました。
　今後サイバーセキュリティの重要性が高まると見込まれる中、ＳＮＳ
などのコミュニケーションツールやコンピュータウイルスの脅威と犯罪

手口、最近のサイバー攻撃の現状やその犯罪捜査について、事例紹介を交えた講演を受け
ました。
　サイバー犯罪の現場に携わる警察官からの臨場感あふれるお話や、サイバー捜査はどの
ように行うかなどのお話を伺うことができ、学生も非常に興味深く聞き入っていました。
また、ネットワークでの攻撃手法やその法解釈、今後のＩｏＴの普及に伴って生じうる攻
撃手法などについて理解を深めることが出来ました。

TOPICS

06
北海道警察がサイバーセキュリティに関する講演を行いました

　１月２８日（土）、２９日（日）に、「第１０回全国高専英語プレゼンテー
ションコンテスト」が東京の国立オリンピック記念青少年総合センター
で行われ、スピーチ部門に参加した電気電子工学科２年（受賞時）の加
藤桃子さんが、特別賞の「日本国際連合協会会長賞」を受賞しました。
　詳しい大会の結果やスピーチ、プレゼンテーションのビデオ等は、「全

国高専英語教育学会（ＣＯＣＥＴ）」のホームページにて公開されますので、ぜひご覧く
ださい。

TOPICS

07
第１０回全国高専英語プレゼンテーションテスト 特別賞受賞

　平成２９年４月１３日（木）から１４日（金）の２日間、洞爺サンパ
レス（洞爺湖温泉）において、第１学年オリエンテーションを実施し、
学生・教職員合わせて２２０名が参加しました。
　この行事は、「（１）高専生活をスタートする上での生活や学習上の注
意点を理解する。（２）学校生活の目標を定める。（３）クラス・学年の

親睦を図る。」ことを目的に実施されており、開講式の後、キャリアセンター講演（コミュ
ニケーションゲーム）のほか、学生会との懇談会、教務主事、学生主事からの講和、発表
会などが行われました。学生は普段と違った環境の中、真剣に行事に取り組み、クラスを
超えた交流も深まりました。

TOPICS

04
第１学年オリエンテーションが行われました

TOPICS

　２月２４日（金）に苫小牧市立凌雲中学校の１年生を対象とした出前
授業を実施しました。テーマは「ロボットとプログラミング」で、中学
の技術・家庭科において学ぶマルチメディアの活用やプログラミングと
計測・制御などへと繋がるプログラミングの基本的な概念について解説
した後、実際に「ＥＴ (“Embedded Technology”＝組み込み技術 ) ロ

ボコン」で使用されているものと同じロボットによる動作デモンストレーションが行われ
ました。
　デモンストレーション用のロボットは、テーブルの上に広げられたコースの黒いライン
を、カラーセンサによりトレースしながら進むようプログラミングされながらも、トレー
スの仕方によってわずかに異なる挙動を見せながら進む２台が用意されました。
　参加した生徒からは「興味がわいた」「もっと知りたい」との声が多く寄せられました。

TOPICS

05
苫小牧市内の中学校でロボットとプログラミングに関する出前授業を行いました
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